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１．背景と目的 

◎船舶の安全かつ効率的な運航を実現するためには 

  ・航海、機関、船体及び気象海象等、多くのデータが統合化され、これらの
データを有機的に結合し活用することが重要 

  ・しかし、現状は、異メーカ、異システム、異機種の壁に遮られ、実現が容易
な状況にはなっていない！ 

 

 

☆異業種向けシステムとの情報統合化も想定し、異機種間での
情報統合化を可能にするための船内及び船陸間の情報インフ
ラを構築、標準化 

☆船内、船陸間の情報統合化システムを試作、それらを用いた実
船搭載試験を行い、情報統合化の有用性を確認 
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・現 状 
様々なアプリケーションに必要なデータは、それぞれの船内機器と物理的に直接接続され個別に
通信しデータを取得しているため、安全かつ効率的な運行を可能とする新しいアプリケーションや
機器が開発されたとしても、増設することが困難になっている。 
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・研究開発後の将来 
異機種間での情報統合化を可能にするための船内及び船陸間の情報インフラを構築、標準化するこ
とにより、各船内機器の情報を一箇所に集約することが可能となり、新しいアプリケーションや機器の
増設が容易になり、安全かつ効率的な運航が促進される。 
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２．研究開発内容と実施状況 
１）情報統合化システムの設計 

船内機器用情報系ネットワークシステム装備指針(ISO16425)の要件を具体化し、セ
キュリティーや冗長性を考慮した、情報統合化システムの設計を行った。 
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アプリケーション 
(他社例：ウェザールーティング、実海域性能モニタリング、最適トリム、 
機関パフォーマンスモニタリング、機関コンディションモニタリング、 

リモートメンテナンス、ライフサイクルコスト算出など) 

 

・船内LAN規格：ISO化 済 
・船内マスターDB規格：ISO化に向け規格案（NP案）を作成しISOに提出予定（2015年3月末の予定） 

・陸上Data Center：ニュートラルなデータセンター(Class NK殿が検討中) 
・各アプリケーション： 各社で開発中  「船内マスターDB規格」にあわせたアプリケーション 

舶用機器(航海・通信、機関、荷役) 

船内LAN規格 ISO 
16425 

航海計器通信 
IEC 61162 

船内マスターDB規格(申請予定) 

アナログ通信/ 
シリアル通信 

舶用工・船内LAN研究委員会, H17 〜 H24 

舶用工 + Class NK  JIP 
スマートナビゲーション研究委員会 H25 〜  

現状は、メーカー・造船所視点の製品
が多いが、運航者・船主視点の製品
も生まれてくる予定 

オペレーション(実業務) 



情報統合化システム コンセプト 
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ユーザー 

種類頻度 
エージェント 

データ 

ニュートラルな 
組織による 

データセンター 

・ 
・ 
・ 

国内船社 A 

海外船社 B 

アジア船主 C 

四国船主 D 

造船所 E 

・ 
・ 
・ 

サービス会社 
 

運航支援 
アプリ/サービス 

サービス会社 
 

機関 
コンディション 
モニタリング 

 
アプリ/サービス 

エンジン
メーカー F 

サービス会社 
 

ライフサイクル 
バリュー向上 

 
アプリ/サービス 

舶用 
メーカー G 

オンボード 
アプリ 
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２）データサーバーの設計と開発 
各船内機器からの様々な情報を蓄積する船内データサーバーの要件、データベース
のフォーマットやアクセス要件等を決定し、船内データサーバーの設計を行った。 
また、データサーバーの入出力インタフェースについても設計を行った。 
これらの成果を基に、データサーバーの規格案を作成した。 

２．研究開発内容と実施状況 

・データサーバーの要件 
事前調整なしで船内の各種機器がつながり、データ交換ができる。 

・向いていること 
一括して大量のデータを取得し、解析する。 

・苦手なこと 
リアルタイムにメーターの針を振らせる。 

 
・データサーバーの考え方 

全ての計測点・センサーに一意なURIをふり、そのアドレスに対しHTTPで
アクセス （RESTful API）。 
データ交換フォーマットはJSONを基本とし、その他フォーマットを問わない
バイナリファイルにも対応。 
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・ステートレスなクライアント/サーバープロトコル 
– HTTPメッセージの一つ一つが、そのリクエスト (メッセージ) を理解するために必要な全

ての情報を含む。そのため、クライアントもサーバーも、メッセージ間におけるセッション
の状態を記憶しておく必要がない。 

・すべての情報 (リソース) に適用できる「定義された操作」のセット 
– HTTP では操作 (メソッド) の小さなセットが定義されている。最も重要なのは “GET”、

“POST”、“PUT”、“DELETE” です。 これらはデータベースシステムに永続化に要求され
る CRUD(Create,Read,Update,Delete)  と比較されることがありほぼ同意だが、"POST" に
関しては CRUDにはぴったり対応していない。 

・リソースを一意に識別する「汎用的な構文」 
– RESTful なシステムでは、すべてのリソースは URI (Uniform Resource Identifier) で表さ

れる一意的な (ユニークな) アドレスを持つ。 

データサーバーのインターフェイスの設計の原則 

データ交換フォーマットの決定について 

・データ形式に、JSONを採用 
   － ISO16425のデータ定義の項に、データ構造解析及び文法解析ができ、標準的な構造記 
      述言語を推奨していることから、解析しやすく冗長が短くて良いJSON形式を基本とした。 
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データサーバーの規格案について 

・ISO-PWI19847※ 実海域データ共有化のための船内データサーバー要件 

（ISO-PWI19847※ Shipboard data servers to share field data on the sea） 

 

概要 

・実海域データの共有化のため、船内に接続された各種舶用機器及びシステムから出力され
るデータを蓄積すると共に、必要に応じて、舶用機器及びシステムへデータを提供する船内
データサーバーへの要件を定義する。 

 

・データ構造及びデータ入出力の際に必要とされる、船内データサーバーの性能・機能・サー
ビス・安全性について規定することによって、データ共有化の手法を一般化することを目的
とする。 

 

・データを安全且つ効率的に共有するため、データサーバーに接続するネットワークに関して
記述する。 

 

※2015年3月13日現在、本規格案についてPWI（Preliminary work Item (予備業務項目)）の番号を得ています。 
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３）アプリケーションのインタフェース開発 
標準化されたデータの送受信が可能な、アプリケーション側のインタフェースの設計開
発を行い、２隻で実施した実船試験で、次のアプリケーションのインターフェースの効
果を検証し、正常に動作をすることを確認した。 
 
実船試験で検証したアプリケーション 
・ECoRO（ウェザールーティング） 

本船の位置、船速、海象情報、目的地を把握したうえで日本気象協会独自の気象・海象予測を組み込むこ
とにより燃費削減のための航海計画を推奨するアプリケーション  

・マスターデータベースのＣＳＶ出力 
マスターＤＢに蓄積された情報をCSV形式で取り出せ、エクセルで表示可能にするアプリケーション  

・アブログ出力 
従来使用しているアブログフォーマット上に、マスターＤＢに入力されている情報を部分的に転記可能にす
るアプリケーション  

・燃料消費率のトレンドをグラフで表示 
マスターＤＢに蓄積された機関情報等を解析し、リアルタイムに近い状態の燃料消費率をグラフで表示する
アプリケーション  

・タンクレベルを表示 
マスターＤＢに蓄積されたタンクレベルを収集し、居室のＰＣでタンクの状態を表示するアプリケーション 
 

２．研究開発内容と実施状況 
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４）各社接続機器のインタフェース開発 
標準化されたデータの送受信が可能な、各船内機器側のインタフェースの設計開発を、
次の機器に対し行った。また、１種類を除いた機器については、２隻で実施した実船試
験で検証も行った。 
 
実船試験で検証した船内機器側のインターフェース 
・データロガー 

主機（エンジン）及び発電機の情報（回転数、燃料消費量、各部の温度、各部の圧力等）や、
各種ポンプの油圧などの情報を、マスターＤＢに送信 
 

・各種航海機器（GPS、オートパイロット、レーダー、風向風速計、音響測深機等） 
大部分の航海計器のデータは、VDRにデータを格納するために、IEC61162シリーズの国際
標準に基づき通信しており、その情報をマスターＤＢに送信 
 

・トリムヒール制御盤 
バラストタンクのレベル等の情報をマスターＤＢに送信 

 
・軸馬力計 

軸馬力計からの計測データをマスターＤＢに送信 

２．研究開発内容と実施状況 
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・主機リモコン/ＣＰＰリモコン 
主機の回転数、ＣＰＰの翼角を、マスターＤＢに送信 
 

・荷役制御装置 
カーゴタンクの液面レベル、温度、圧力、喫水等を、マスターＤＢに送信 
 

 

陸上試験で検証した船内機器側のインターフェース 
・船内時計 

船内のマスター時計からの時刻等を、マスターＤＢに送信 

データロガーのインターフェース 陸上試験 
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５）相互接続性確認試験システムの検討 
各船内機器と船内データサーバーおよび、船内データサーバーと各アプリケーション
間の相互接続性の確認試験システムについて、陸上試験や実船試験を通して得たノ
ウハウを集約し、試験内容、機能や運用方法等について検討を行った。 

２．研究開発内容と実施状況 

試験内容の検討 
試験時は下記の動作確認を行うことが望ましい。 

・単体接続試験（船内データサーバーと各クライアントを１対１に接続） 
・総合接続試験（複数のクライアントを同時に接続） 
・過負荷試験（実運用時より同時接続台数を増加、更新間隔を短縮 等） 
・データの保持期間とストレージサイズの検証 
 （長期運用の検証のため、例えば１か月分のデータをあらかじめ保存しておく） 

 
各アプリケーション可変設定の推奨項目（試験用アプリの作成） 
最新データを汎用的にモニターするアプリケーションを作成した（表示は簡易）。 
このアプリケーションではパフォーマンスの調整（最適化）や汎用性を考慮し、 
設定ファイルにより下記内容を調整可能とした。 

・接続先サーバーアドレス 
・値の有効期間指定  ・取得更新周期  ・タイムアウト時間、 
・表示更新周期  ・監視対象の計測点  ・階層の一括／分割指定 
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６）実船への搭載 
船内情報の統合化並びに船内インフラを構築するにあたり、本研究開発では、２隻
の異なったタイプの船舶を選定し、船主殿の協力を得て実証試験を行った。なお搭載
にあたっては、それぞれ搭載する機器を持ち寄り、陸上試験を３回行い検証を行った
後、実船に搭載した。 
 

Ａグループ 
 就航済みのフェリー（商船三井フェリー㈱殿の所有する「さんふらわあ しれとこ」） 
 （約11,000ＧＴ 全長190ｍ） 
 ＜試験対象機器＞ 
  ・データロガー  ・ＥＣｏＲＯ（ウェザールーティング） 
  ・軸馬力計  ・バラストコントローラー 
  ・エンジンリモコン  ・ＣＰＰリモコン  ・動揺センサー 等 
 
Ｂグループ 
 新造船のタンカー（旭タンカー㈱殿の所有する「新旭東丸」） 
 （約3,600ＧＴ 全長105ｍ） 
 ＜試験対象機器＞ 
  ・データロガー  ・ＥＣｏＲＯ（ウェザールーティング） 
  ・荷役制御盤  ・ＥＣＤＩＳ  ・レーダー   
  ・ＡＩＳ  ・エンジンモニタリング 等 

２．研究開発内容と実施状況 
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Ａグループ 竣工済みフェリー「さんふらわあ しれとこ」 
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マスターデータベース格納箱 アブログ自動出力等 

ウェザールーティング 

• GPS 
• 風向風速計 
• 音響測深機 
• オートパイロット 
• 動揺センサー 
• データロガー 
• 主機リモコン 
• CPP リモコン 
• 軸馬力計 

船内機器 

Master 
DB 

• ウェザールーティング 

• アブログ自動出力等 

アプリケーション 

Ａグループ 竣工済みフェリー「さんふらわあ しれとこ」 
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Ｂグループ 新造船タンカー「新旭東丸」 
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• GPS 
• 風向風速計 
• 電磁ログ 
• ジャイロコンパス 
• レーダー 
• AIS 
• 航行警報テレックス 
• 音響測深機 
• 荷役制御装置 
• データロガー 

Master 
DB 

• ウェザールーティング 

• タンクレベル表示 

Ｂグループ 新造船タンカー「新旭東丸」 

船内機器 

アプリケーション 

マスターデータベース 

ウェザールーティング 
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７）陸上テストパッケージの構築 
船級の承認に活用できるような、相互接続試験の項目を決定し、その試験システムを設計すると
ともに、承認方法に関するあり方を検討した。 

２．研究開発内容と実施状況 

• 標準試験環境として、船内サーバーに対し、複数の船内機器/アプリケーションがデータの入出力を行っている状態を
再現した環境を構築。同環境内に、被試験対象(船内機器/アプリケーション/船内サーバー等)を接続し、遅滞なくデー
タの入出力が行えることを検証する。 

• 入力試験：被試験対象からの出力されたデータがWEB API(Put)を介してデータベースに格納されること。 
• 出力試験：被試験対象がデータベースに予め格納されたデータをWEB API(Get)を介して当該データを取得できること。 

 

ECDIS,VDR,GPS 
Navigation System 

D/L, M/E(Remocon) 
D/G … 

Loading Computer, 
BWMS  and More.. 

Ship board  
Application 

I/F APP 
Web API 

Master DB 
CSV/Modbus/TEXT 

IEC 61162 Series 

Database Server 

HTTP METHOD(GET) 

HTTP METHOD (PUT) 

XML/JSON/Text/CSV 

 Serial/ Ethernet… 

 Serial/ Ethernet… 

Serial/ Ethernet… 

RETURN 

SQL 

INITIALISE 
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８）国際標準規格の策定 
本研究開発において検討し、実証試験等で確立してきた技術や要件等の成果を国際標準化する
ことを目指し、その原案の作成を行った。 

２．研究開発内容と実施状況 

・ISO-PWI19847※ 実海域データ共有化のための船内データサーバー要件 

（ISO-PWI19847※ Shipboard data servers to share field data on the sea） 

 

概要 

・実海域データ共有化のため、船内に接続された各種舶用機器及びシステムから出力される
データを蓄積すると共に、必要に応じて、舶用機器及びシステムへデータを提供する船内
データサーバーの性能・機能・サービス・安全性に関する要件を定義する。 

・データ構造及びデータ入出力の際に必要とされる、船内データサーバーの性能・機能・サー
ビス・安全性について規定することによって、データ共有化の手法を一般化することを目的
とする。 

・データを安全且つ効率的に共有するため、データサーバーに接続するネットワークに関して
記述する。 

 

※2015年3月13日現在、本規格案についてPWI（Preliminary work Item (予備業務項目)）の番号を得ています。 
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・ISO-PWI19848※ 船舶機関及び装置のデータ標準 

（ISO-PWI19848※ Standard data for machinery and equipment part of ship） 

  ISO-PWI19848-1 船内データの識別方法の定義 

 （ISO-PWI19848-1 Identification of the shipboard data） 

 

概要 

・船舶に関するデータ名称を記述する際に、キーワード及び記述方法を規定されたものを用
いることによって、名称に統一性を持たせ、扱う多くの人に対する可読性を高めると同時に、
システム的に識別が容易にすることを目的とする。 

・データを識別するために、データにはユニークな名前が必要とされる。そこで主たる機器に
属する詳細機器を、階層化構造を用いて表現することによって、データ識別を容易にする。 

・船舶情報のジャンルは整理が必要で、データはそれぞれのジャンル毎に適切な階層構造が
必要である。 

・船舶における、機関、船体、荷役部のデータを、統括的に扱う為に、データの名称及び名称
の決め方に関して規定。 

 

※2015年3月13日現在、本規格案についてPWI（Preliminary work Item (予備業務項目)）の番号を得ています。 
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・ISO-PWI19848※ 船舶機関及び装置のデータ標準 

（ISO-PWI19848※ Standard data for machinery and equipment part of ship） 

  ISO-PWI19848-2 船内データ・フォーマットの定義 

 （ISO-PWI19848-2 Definition of data format (for machinery and equipment part of ship)） 

 

概要 

・船舶に関するデータ名称を記述する際に、キーワード及び記述方法を規定されたものを用いるこ
とによって、名称に統一性を持たせ、扱う多くの人に対する可読性を高めると同時に、システム的
に識別が容易にすることを目的とする。 

・データを識別するために、データにはユニークな名前が必要とされる。そこで主たる機器に属する
詳細機器を、階層化構造を用いて表現することによって、データ識別を容易にする。 

・船舶情報のジャンルは整理が必要で、データはそれぞれのジャンル毎に適切な階層構造が必要
である。 

・船舶の運航や管理のために、データ交換を目的としたデータの標準化のガイドラインを定義する。 

・船舶の機関、船体、荷役部に関する、データ構造及びデータ項目の標準化に関して規定する。 

・標準化されたデータ及びデータ構造を用いて、データ交換の手法に関するガイドラインを定義する。 

 

※2015年3月13日現在、本規格案についてPWI（Preliminary work Item (予備業務項目)）の番号を得ています。 
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ISOへのNP規格案申請書類 
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３．完了報告のまとめ 

１）適用容易性 

船内機器や、システム等に対する特別な知識やノウハウがなくてもアプリケーション
が作成できること、船内機器やアプリケーションに対する汎用性、オープン性（アクセ
ス方法、データ等）に問題がないことについて、実証試験（陸上試験及び実船試験）
を行うことにより確認をした。また、その結果を基に、国際規格案を作成した。 

 
２）性能 

応答性（スループット）や扱えるデータの種類に問題がないことなどについて、実証
試験を実施する事により、実際の船舶で使用が可能な事を確認した。 

 
３）拡張性 

接続される船内機器やアプリケーションに比例して増加するデータの種類、データ量
及びデータトラフィックへの対応性について、実証試験を実施する事により、極端に
データ量が増えない限り対応が可能な事を確認した。 
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本研究の計画実施にあたり、一般財団法人日本海事協会殿の多大なる費用的・人的
尽力に対し、一般社団法人日本舶用工業会及び会員より、深く感謝申し上げます。 

今後とも舶用工業の発展を通じた社会貢献とともに、一般財団法人日本海事協会殿
に裨益する活動を行って参る所存でありますので、ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い
申し上げます。 
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